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onProgressinComparativeEndocrinology

(Shizuoka,October,1995)ProceedingsoftheJapan
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10)Umino,Y.,Higo,N.,Oishi,T.,Matsuda,K.,皮
Hayashi,M,(1995)GA㌣-43mRNAinl九ecerebral

cortexoftheperinatalmacaquemonkeys.Nihon
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Abstracts:p.25.
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1)林基漁 (1996)霊長頬脳の発達と老化一神経

活性物質を中心として-.那14回三並脳神経疾

.P.u研究会特別洞沢 (1996年2月,津,三並).

2)流水虚子 (1995)突放動物としてのサル-そ

の生把生理学的特徴-.那17回生理技術研究会

(1996年2月､岡崎).

3)的水盛子 (1995)隔離がオスニホンザルの生

把械舵に及ぼす影響.荊42回実験動物学会大会

(1995年6月.横浜､神奈川)的浜要旨典.

p.115.

4)渦水慶子､光永総子､野崎真澄､林基治

(1995)飼育環境とオスニホンザル内分泌動態.

第11回日本霊長類学会大会 (1995年6月,犬山)

霊長類研究,ll(3):290.

遺伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄

研究概要

A)DNA分析による霊長類の系統および血縁解

析

竹中 修 ･川本咲江1'･RinaH.Sowaq'ono2)

ミトコンドリア迫伝子には進化速度を異にする

領域があり､対象の霊長叛のどの側面を解析する

かにより使い分けることが可能である｡チトクロ

ームb氾伝子の解析によるスラウェシマカク7種

間の系統関係の解析を開始した｡また94､95年度

の村外学術調査による中郡スラウェシのトンケア

ナとへツキの雑種形成地帯の計7群の試料につい

て､PCR増幅一本鎖DNA調製法を併用による

塩基配列決決定比較を開始した｡

大学院生の橋本千絵氏と共同でワンバのボノボ

群でサトウキビシガミカスからミトコンドリアD-

bop鏡域をPCR増幅塩基配列を決定し､母系の

血縁と行動との関係を解析し､孤児の母親を同定

した｡

B)霊長類Y染色体DNAの進化

金 照沃 3)･竹中 修

前年霊長析特にホミノイドの各様はその繁赦柄

迫に変異があり､性的二型､追捕能力も様々であ

る｡そこでYn色体DNAに注目し分析を行って

いる｡今年はTSPY (Y放色体上畢丸特異タンパ

クm)迫伝子についてサザン法､塩基配列比較､

1)技術補佐員､2)ユネスコ外国人共同研究者.
3)大学院生
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北田迫伝分野の平井啓久氏との共同でFISH法によ

り解析した｡テナガザルの近縁種間で迫伝子の重

松によるコピー数の変化等迫伝子の大きな変異を

発見した｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･
進化

景山 節

ニホンザル小腸より精製したカテプシンD､E

を用いてヒトインヴァリアント鎖に対するプロセ

シング活性を調べた｡両酵素は共通にインヴァリ

アント鎖のLeu174-Phe175を切断した｡カテプシ

ンEは特異的にMet99-GlnlOOを切断した｡これら

のプロセシング部位は生体でのものと同じと考え

られ､抗原提示においてはカテプシンEが重要な

生理的役割を持つと推測された｡､

カテプシンEとペプシンのインヒビターの生体

での利用を目的として､回虫よりクローニングを

行フた｡シグナルペプチドを含む完全鎖のcDN

Aが得られ塩基配列を決定した｡酵母での発現を

試みている｡

D)霊長規の止血､免疫披構

中村 伸

組綴因子 (TissueFacto.r､TF)は血液凝固反応
系の開始因子である｡このTFについて､血中TF

を分子マーカーとした凝血病態解析､正常細胞 ･

組織におけるTFの発現特性とその生理機能､種々

疾患 (ガン､動脈硬化,炎症)でのTFの発現異常

とその病理学的意義を検討した｡花粉症 ･アレル

ーギーは､抗原特異的なIgE抗体産生の異常冗進

に起因する免疫疾患である｡ニホンザルの血清疫

学的調査から､寄生虫感染が抗原特異的IgEの産

生応答を強く抑制することを見出した｡その抑制

械序を明らかにする目的で.培養リンパ球を用い

た invilroでのIgE産生系を確立し､寄生虫から精

魁したタンパク因子による特異的IgE抗体産生へ

の膨皆を検討している｡

E)雷長短特異酵素の解析

浅岡一雄

正長類において特異的に変動の見られる酵素を

対象に解析した｡ニホンザルよりアシールCoA転

移酵素を精製し各種の有機酸CoAに対する速度定

数を調べた｡ヒトで障害性の知られる有機酸につ

いても辞素反応性を示しニホンザルは代謝能を持

つことが知られた｡ギャラゴのアシールCoA転移

酵素はニホンザル酵素より更に強い反応性を示し

たことから酵素のアイソタイプの共同について解

析を進めている｡

総説
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学会 (犬山),霊長類研究､ll:322.

20)成松鎖雄･小林直子 ･桝捌泰宏 ･堀江利治 ･

小野聡 ･筒井通雄 ･浅岡一雄 (1996)ヒト肝癌
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116年会日本薬学会 (金沢),(J2-10-3).

二ホンザル野外観察施設

大沢秀行 (施設長 ･兼) ･束 ､滋 ･渡辺邦夫･

足沢貞成l)･山口直嗣 ･冠地富士男21

本施設の運営は上記3教官のはか､鈴木晃 (社

会構造分野)･山極寿- (生態機構分野)によっ

て進められた｡1995年度の各ステーションの状況

は次の通りである｡

1.幸島観察所

寺島の群れは1948年以来の蓄積された資料をも

とに､野外観察施設の中では独自の位定を占めて

いるこ主群のボスである老齢のノソ (28才)は､

今年も健在でなおその地位を保っており､寺島で

確認されている長寿記録を塗り替えつつある｡一

方将来のボスになるであろう順位第2位以下の個

体はめまぐるしく変化している｡まずヨタカ (15

才)が群れ落ちして小群 (マキグループ)のボス

になったため､コゲラ (21才)が荊2位の位fEiを

占めているが､最近では若いビキ (13才)の台頭

が著しい｡ビキは2月になってから老齢のノソに

挑戦したが､年長である第3位メスのウツギなど

から反撃され､結局交代するには至っていない｡

最近ではビキが周辺化してくる一方で,その後執

勘にピキから攻撃されたウツギの子､ホタル (ll

才オス),tホッケ (9才オス)も周辺化の皮合い

が著しい｡また島の東側を中心に生息していたマ

キグループと主群との間で､かなりオスの交代が

あった｡1996年3月の時点での島内の個体数は,

マキグループ約10頭を含めてオス50頭メス37頭の

計87頭である｡今年度の出産は6頭 (全てオス,

生存)であった｡

今年度は亀井 (京都大 ･理･大学院生)による

個体関係､特に臓位関係をめぐるかけひきと社会

成長の研究の他､栗田 (大学院生)による子供に

対する母親のケアの量と出産時期との関係につい

ての研究などが行われた｡昨年度の台風のため島

が地続きになる日は例年に比べやや少なかった

が､やはり春から夏にかけてサル番を出す日が続

いた｡また今年は木々の実りが豊富だったことと､

ツグミやヒヨドリなど例年訪れる渡り鳥が非常に

少なかったために､普通の年には種子松が食い尽

くされてしまう1-3月になっても､サルにとって

の食物は多く残されていたようである｡

景気の悪化により幸島ビジターセンター娃設の

話はとん挫し､観察所隣の小高い丘の上の用地は∫
公園として利用されている｡幸島の運営に関して

1)教務補佐員､2)文部技官
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